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本県の食と農業・農村の動向 
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平成 29年の農業農村総生産額（推計）は 3,083億円となり、前年と比べて 34億円の減少（対前年

比 98.9％）となったものの、29年度の目標である 3,050億円を超える結果となった。 

これは、米は需給バランスが安定し価格が平成 28 年産を上回ったこと、果樹はオリジナル品種等

への改植により単価が増加傾向になったことに加え、農産加工品などの農業関連産出額の増加により

生産額は増加したものの、主力である野菜の価格が堅調だった平成 28 年に比べ大幅に低く推移した

ことなどによるもの。 

第２期長野県食と農業農村振興計画の経済努力目標（平成 29年度）と比較すると、101.1％の達成

率となった。 

 農産物産出額（注１） 

平成29年の農産物産出額（推計）は2,841億円となり、前年に比べて60億円の減少（対前年比97.9％）

となったが、目標の2,800億円を41億円上回る結果となった。 

これは、主力であるレタス、ハクサイ等の葉洋菜類が豊作基調となり、価格が前年に比べ大幅に低

かったことなどによるもの。 

 農業関連産出額（注２） 

平成 29 年の農業関連産出額（推計）は 242 億円となり、前年に比べて 26 億円の増加（対前年比

112.0％）となった。 

これは、農家レストラン等の利用者が増加したこと、６次産業化に取り組む農業者が徐々に事業実

績を上げ始めたことから、農産加工、観光農業が増加したことなどによるもの。 

長野県の農業農村総生産額（長野県農政部推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注１）農産物産出額 

    平成 22年産は、農林水産省大臣官房統計部公表数値である。 
    平成 29年産は現在公表されていないため、県農政部の推計値である。（農林水産省公表の作物別生産量

等に、ＪＡ等の販売単価等を基に県が独自推計した単価を乗じて算出した） 

注２）農業関連産出額 

    県農政部の推計値である。 

 

平成2９年農業農村総生産額（県農政部推計） 

22年  28年  29年① 29年②

(基準年) 構成割合 構成割合 構成割合 （目標年）

億円 ％ 億円 ％ ％ 億円 ％ ％ 億円 ％

2,738 100.0 2,901 100.0 99.5 2,841 100.0 97.9 2,800 101.5

  428 15.6 450 15.5 106.6 478 16.8 106.2   473 101.1

  5 0.2 4 0.1 100.0 4 0.1 100.0   5 80.0

  13 0.5 10 0.3 76.9 13 0.5 130.0   16 81.3

  801 29.3 869 30.0 96.7 768 27.0 88.4   790 97.2

  485 17.7 553 19.1 99.1 574 20.2 103.8   490 117.1

  161 5.9 148 5.1 99.3 142 5.0 95.9   160 88.8

  63 2.3 66 2.3 98.5 67 2.4 101.5   72 93.1

  288 10.5 311 10.7 101.0 316 11.1 101.6   305 103.6

  495 18.1 490 16.9 98.8 479 16.9 97.8   490 97.8

  170 100.0 216 100.0 106.9 242 100.0 112.0   250 96.8

  55 32.4 55 25.5 110.0 58 24.0 105.5   57 101.8

  55 32.4 78 36.1 109.9 98 40.5 125.6   108 90.7

  60 35.3 83 38.4 102.5 86 35.5 103.6   85 101.2

2,908 － 3,117 － 100.0 3,083 － 98.9 3,050 101.1

水 産

農 産 加 工

観 光 農 業

農業農村総生 産額

果 実

花 き

その他の農産物

畜 産

栽 培 き の こ

農 業 関 連 産 出 額

　区　　　　　分 ①／②
対前年比
29年/28年

野 菜

農 産 物 産 出 額

米

麦 類

雑 穀 ・ 豆 類

対前年比
28年/27年
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【土地利用型作物】 

米 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
３４，６００ ３４，４００ ３３，９００ ３３，２００ ３２，７００ 

３２，３００

（９９％） 

３１，３９８ 

（１０３％） 

10a収量 

(kg/10a) 
６１２ ６３２ ５９７ ６０４ ６２４ 

６２９ 

（１０１％） 

６２１ 

（１０１％） 

生産量 

(t) 
２１１，８００ ２１７，４００ ２０２，４００ ２００，５００ ２０４，０００ 

２０３，２００

（１００％） 

１９４，９８２ 

（１０４％） 

【29年産解説】 

 作付面積は、需給調整における生産数量目標が減少したため、前年をわずかに下回った。 

 生産量は、登熟期間中の天候に恵まれたため作柄は平年並み（作況指数101）となり、ほぼ前年並みとなった。 

 価格は、全国の作柄が平年並みにとどまり、主食用米の適正生産や新規需要米の取組拡大などから需給バランスが

安定し、前年産を上回る水準で推移している。 
 

 

麦 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
２，４１０ ２，５６０ ２，６５０ ２，７４０ ２，８２０ 

２，７９０ 

（９９％） 

２，８５０ 

（９８％） 

10a収量 

(kg/10a) 
３０３ ２９８ ３３７ ３３８ ３３３ 

３４４ 

（１０３％） 

４１０ 

（８４％） 

生産量 

(t) 
７，３１０ ７，６３０ ８，９２０ ９，２５０ ９，４００ 

９，６００ 

（１０２％） 

１１，７００ 

（８２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、大小麦とも、前年よりわずかに下回った。 

 生産量は、前年秋の播種遅れの影響により生育量が少なかったが、暖冬傾向により回復したことから、単収はやや上

回り、前年をわずかに上回った。 

 価格は、大麦は前年とほぼ同額であったが、小麦は国際相場の影響から値上がりした。 
 

 

大豆 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
２，３７０ ２，０９０ ２，０５０ ２，１２０ ２，１７０ 

２，１４０ 

（９９％） 

２，５００ 

（８６％） 

10a収量 

(kg/10a) 
１４５ １６３ １６５ １６７ １７２ 

１６３ 

（９５％） 

２００ 

（８２％） 

生産量 

(t) 
３，４４０ ３，４１０ ３，３８０ ３，５４０ ３，７３０ 

３，４９０ 

（９４％） 

５，０００ 

（７０％） 

【29年産解説】 

作付面積は、県産大豆の需要減などから前年よりわずかに下回った。 

 生産量は、湿害等の発生が少なく生育は順調に推移したものの、１０月の多雨により単収は平年をやや下回り、前年

をやや下回った。 

 価格は、輸入大豆よりも高い国産大豆の販売状況が低調なことや全国的な生産量の増加により値下がりした。 
 

 

 

 

農産物主要品目の平成２９年産生産実績 

－27－ 



そば 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２，９６０ ３，８９０ ４，０６０ ３，９７０ ４，１３０ 
４，１９０ 
（１０１％） 

４，０００ 
（１０５％） 

10a収量 
(kg/10a) 

７５ ６９ ６３ ５９ ４８ 
５1 

（１０６％） 
９０ 

（５７％） 
生産量 

(t) 
２，２２０ ２，６８０ ２，５８０ ２，３４０ １，９８０ 

２，１４０ 
（１０８％） 

３，６００ 
（５９％） 

【29年産解説】 

作付面積は、田・畑ともに増加し、前年をわずかに上回った。 

生産量は、９月までは天候に恵まれて結実も良好であったが、１０月の長雨や台風により収穫作業が遅れ、不作であ

った前年を上回ったものの平年より少なかった。 

価格は、全国的な作付面積がやや増加したものの、県産そばの需要の高まりから値上がりした。 
 

【果 樹】 

りんご 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

８，１８０ ７，９８０ ７，９００ ７，８７０ ７，８００ 
７，７００ 
（９９％） 

７，８１０ 
（９９％） 

10a収量 
(kg/10a) 

１，７７１ １，９４６ ２，０６２ １，９９７ １，８２２ 
１，９３６ 
（１０６％） 

２，０７４ 
（９３％） 

生産量 
(t) 

１４４，９００ １５５，３００ １６２，９００ １５７，２００ １４２，１００ 
１４９，１００ 
（１０５％） 

１６２，０００ 
（９２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った、 

春先の夜間の降雨（一部地域は雹害）でシナノスイートやシナノドルチェで胴サビが目立ったほか、台風や冠水の影

響で品質低下がみられた。不作であった前年と比較して生産量はやや上回ったが、平年よりはやや減少した。 

価格については前年並みで推移した。 
 

ぶどう 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２，４４０ ２，４３０ ２，４００ ２，４００ ２，４２０ 
２，４７０ 
（１０２％） 

２，４５０ 
（１０１％） 

10a収量 
(kg/10a) 

９８０ １，１０３ １，２２９ １，１７９ １，１９０ 
１，０４９ 
（８８％） 

１，０９４ 
（９６％） 

生産量 
(t) 

２３，９００ ２６，８００ ２９，５００ ２８，３００ ２８，８００ 
２５，９００ 
（９０％） 

２６，８００ 
（９７％） 

【29年産解説】 

作付面積は、販売が好調な「シャインマスカット」「ナガノパープル」の生産意欲の高まりから新植が増加し、昨年をわ

ずかに上回った。 

品種転換により栽培が増加しているシャインマスカットの生産量が増加したが、巨峰等では曇天や低温による生育の

遅れや肥大不足により生産量が減少したため、全体の生産量は前年をかなりの程度下回った。 

価格については、シャインマスカットとナガノパープルがいずれも前年をかなりの程度上回った。 
 

なし 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１，０３０ ９４８ ９０５ ８７６ ８７０ 
８５９ 

（９９％） 
９２０ 

（９３％） 
10a収量 
(kg/10a) 

１，８２５ １，６２４ １，９８１ １，８８６ １，８９５ 
１，９８０ 
（１０４％） 

２，０１１ 
（９８％） 

生産量 
(t) 

１８，８００ １５，４００ １７，９３０ １６，５２０ １６，４９０ 
１７，０１０ 
（１０３％） 

１８，５００ 
（９２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った、 

生産量は、好天により着果量が確保されたうえ、日焼けなどの発生も少なく、前年をやや上回った。 

価格については、夏場の天候が悪く需要が少なく、市場への供給が過剰気味となり、前年をやや下回った。 
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もも 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１，２００ １，１５０ １，１３０ １，１２０ １，１００ 
１，０９０ 
（９９％） 

１，１１０ 
（９８％） 

10a収量 
(kg/10a) 

１，４００ １，３３９ １，４４２ １，４２０ １，４６４ 
１，３３０ 
（９１％） 

１，６０４ 
（８３％） 

生産量 
(t) 

１６，８００ １５，４００ １６，３００ １５，９００ １６，１００ 
１４，５００ 
（９０％） 

１７，８００ 
（８１％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った。 

収穫期に曇天降雨が続き、生産量は前年をかなりの程度下回った。 

価格は、収穫期の悪天から出荷が前倒とともに、糖度不足や下位等級の増加により前年をやや下回った。 

 

【野 菜】 

レタス 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

５，７９０ ５，９００ ５，８７０ ５，９４０ ６，０３０ 
６，０７０ 
（１０１％） 

５，９１０ 
（１０３％） 

10a収量 
(kg/10a) 

２，９６１ ３，４００ ３，２９３ ３，２２４ ３，４１３ 
３，６４１ 
（１０７％） 

３，１４６ 
（１１６％） 

生産量 
(t) 

１７１，４００ ２００，６００ １９３，３００ １９１，５００ ２０５，８００ 
２２１，００７ 
（１０７％） 

１８７，０００ 
（１１８％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年の価格が堅調だったことから生産意欲が高く、前年をわずかに上回った。 

生産量は、梅雨明け後の天候不順があったが、全般的に好天による豊作基調となり、前年をかなりの程度上回った。 

価格は、春先をはじめとして全般に作柄良好で推移したため、堅調であった前年を大幅に下回った。 
 

はくさい 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２，７５０ ２，７５０ ２，７３０ ２，７６０ ２，７８０ 
２，７９０ 
（１００％） 

２，５００ 
（１１２％） 

10a収量 
(kg/10a) 

７，４５２ ８，１５０ ８，１４７ ８，０５４ ８，２４８ 
８，４３０ 
（１０２％） 

７，４００ 
（１１４％） 

生産量 
(t) 

２０２，７００ ２２４，２００ ２２２，４００ ２２２，３００ ２２２，３００ 
２３５，２００ 
（１０６％） 

１８５，０００ 
（１２７％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年の価格が堅調だったことから生産意欲は高かったものの、生産者、県、市町村、出荷団体による産

地をあげての夏はくさいの適正生産の取組(期間：7月～8月10日)が継続されたことから、前年並みに抑えられた。 

生産量は、５月から７月にかけての高温と適度な降雨により、前年をやや上回った。 

価格は、豊作基調により前年を大幅に下回ったものの、適正生産の取組により維持ができた。 
 

キャベツ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１，４７０ １，４６０ １，５００ １，４９０ １，５１０ 
１，５３０ 
（１０１％） 

１，６００ 
（９６％） 

10a収量 
(kg/10a) 

４，０３３ ４，３７０ ４，４０７ ４，２７６ ４，４５７ 
４，６６３ 
（１０５％） 

４，５００ 
（１０４％） 

生産量 
(t) 

５９，３００ ６３，８００ ６６，１００ ６３，７００ ６７，３００ 
７１，３５０ 
（１０６％） 

７２，０００ 
（９９％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年の価格が堅調だったことから生産意欲が高く、水田や夏はくさいからの転作により、前年をわずかに

上回った。 

生産量は、秋口の好天により生育が安定し、前年をやや上回った。 

価格は、豊作基調により低落し、堅調だった前年を大幅に下回った。 
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ブロッコリー 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

Ｈ29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
８１５ ８２５ ８３６ ８６２ ８７１ 

８９０ 

（１０２％） 

８５０ 

（１０５％） 

10a収量 

(kg/10a) 
９３０ ９５０ ９３４ ９５６ １，０２０ 

１，１１０ 

（１０９％） 

９５３ 

（１１６％） 

生産量 

(t) 
７，０５０ ７，８４０ ７，８１０ ８，２４０ ８，８８０ 

９，８８０ 

（１１１％） 

８，１００ 

（１２２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、夏はくさいからの転作やレタスの輪作品目として積極的に導入され、前年をわずかに上回った。 

生産量は、根こぶ病の発生が少なく、前年をかなり大きく上回った。 

価格は、堅調に推移したものの、堅調だった前年を大幅に下回った。 

 

アスパラガス 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
１，３００ １，０６０ １，０１０ ９７１ ９４０ 

９２０ 

（９８％） 

１，４００ 

（６６％） 

10a収量 

(kg/10a) 
２４８ ２６４ ２５０ ２４６ ３８０ 

３０２ 

（７９％） 

４３０ 

（７０％） 

生産量 

(t) 
３，４５０ ２，８００ ２，５３０ ２，３９０ ３，５７０ 

２，７８０ 

（７８％） 

５，６００ 

（５０％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った。 

生産量は、春先の低温・干ばつ傾向により、春どり時期が遅れ、前年を大幅に下回った。7月下旬以降の寡日照により

夏秋どりも不良であった。 

価格は、品薄傾向により前年をやや上回った。 

 

トマト 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
４３８ ４１０ ４０４ ３９９ ３８３ 

３７５ 

（９８％） 

４５０ 

（８３％） 

10a収量 

(kg/10a) 
４，９４０ ５，２９０ ５，２２３ ５，１６３ ５，３００ 

４，７７３ 

（９０％） 

６，２２２ 

（７７％） 

生産量 

(t) 
２２，２００ ２１，７００ ２１，１００ ２０，６００ ２０，３００ 

１７，９００ 

（８８％） 

２８，０００ 

（６４％） 

【29年産解説】 

 作付面積は、生産者の高齢化などより、ジュース用トマトが減少したことから、前年をわずかに下回った。 

生産量は、６月の天候不順により裂果、腐敗等のロス果が多く発生し、前年をかなり大きく下回った。 

価格は、需要がある中堅調に推移し、概ね前年並みとなった。 

 

きゅうり 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
４２５ ４０５ ４０３ ４０３ ４０３ 

３９９ 

（９９％） 

４３０ 

（９３％） 

10a収量 

(kg/10a) 
３，８２９ ３，８８０ ３，７４７ ３，６９７ ３，７４７ 

３，８１０ 

（１０２％） 

４，４１８ 

（８６％） 

生産量 

(t) 
１６，２００ １５，７００ １５，１００ １４，９００ １５，１００ 

１５，２００ 

（１０１％） 

１９，０００ 

（８０％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った。 

生産量は、７月下旬以降の曇雨天・日照不足の影響はあったものの、前年をわずかに上回った。 

価格は、豊作基調であった前年をわずかに上回った。 
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【花 き】 

キク 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ２７実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１３８ １３０ １２２ １２０ １１７ 
１１４ 

（９７％） 
１１１ 

（１０３％） 

10a収量 
(本/10a) 

２６，３０４ ２７，６１５ ２７，４５９ ２７，４１７ ２６，７５２ 
２５，５２６ 
（９５％） 

２７，２９７ 
（９４％） 

生産量 
(千本) 

３６，３００ ３５，９００ ３３，５００ ３２，９００ ３１，３００ 
２９，１００ 
（９３％） 

３０，３００ 
（９６％） 

【29年産解説】 

作付面積は、高齢化の影響等により輪ギクが減少傾向となっており、前年をやや下回った。 

生産量は、4 月下旬以降の干ばつの影響で露地作型の定植作業が遅れ、さらに６～7 月の夜温の低下などの影響

により生育が大幅に遅れ、お盆等の需要期に出荷が間に合わないものがあり、前年をかなりの程度下回った。 

価格は、需要期に出荷できなかったものは大幅な単価安となり、前年をやや下回った。 

 

カーネーション 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

９６ ９２ ８３ ８４ ８３ 
８３ 

（１００％） 
８８ 

（９４％） 

10a収量 
(本/10a) 

６４，７６０ ６０，０００ ６１，０６４ ６１，７８６ ６３，１５６ 
５９，３７１ 
（９４％） 

６８，１８２ 
（８７％） 

生産量 
(千本) 

６２，３００ ５５，２００ ５０．５００ ５１，９００ ５２，４２０ 
４９，１００ 
（９４％） 

６０，０００ 
（８２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年並みであった。 

生産量は、一番花は平年並みの生育であったが、２番花は７月下旬以降の日照不足の影響から生育が停滞し、花

のボリューム不足やハダニ類等の害虫の発生が多く見られ、前年をかなりの程度下回った。 

価格は、輸入数量の増加等により潤沢な流通量となり、前年をやや下回った。 

 

リンドウ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

３９ ３７ ３４ ３３ ３２ 
３１ 

（９７％） 
３８ 

（８２％） 

10a収量 
(本/10a) 

１９，１１５ １５，１７６ １１，７６３ １２，０６１ １２，１８７ 
１２，１０９ 
（９９％） 

２０，２６３ 
（６０％） 

生産量 
(千本) 

７，４９３ ５，６００ ４，０２３ ３，９８０ ３，９００ 
３，７９０ 
（９７％） 

７，７００ 
（４９％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をやや下回った。 

生産量は、生産者の減少と、前年秋の長雨の影響による株落ち、６～7 月の低夜温の影響等による生育遅れから、

前年をやや下回った。 

価格は、全国的な生育遅れから需要期の流通量が少なく、前年をかなりの程度上回った。 
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トルコギキョウ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

５１ ５１ ４７ ４８ ４７ 
４８ 

（１０２％） 
５８ 

（８３％） 

10a収量 
(本/10a) 

２６，３３６ ２６，０７８ ２６，６５２ ２５，６２５ ２５，７４４ 
２７，６１４ 
（１０７％） 

２５，３４５ 
（１０９％） 

生産量 
(千本) 

１３，３００ １３，３００ １２，５００ １２，３００ １２，１００ 
１３，３１０ 
（１１０％） 

１４，７００ 
（９１％） 

【29年産解説】 
作付面積は、一部地域において営農組織の作付拡大が図られ、前年をわずかに上回った。 
生産量は、連作障害対策の徹底により、土壌病害により大幅な減収となった前年に比べ、かなりの程度上回った。 
価格は、春先の低温の影響で暖地物の出荷が遅れ、本県産と重なったことから、出荷開始時の６月は安値傾向であ

ったが、秋以降は堅調な価格で推移し、前年をわずかに下回った。 

 

アルストロメリア 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２５ ２７ ２５ ２４ ２４ 
２４ 

（１００％） 
２８ 

（８６％） 
10a収量 
(本/10a) 

７２，５１０ ７５，０００ ８３，８７１ ８１，４８１ ７８，３３３ 
８０，０００ 
（９８％） 

７８，５７１ 
（１０２％） 

生産量 
(千本) 

１８，２００ ２０，１００ ２０，８００ １９，８００ １８，８００ 
１９，２００ 
（１０２％） 

２２，０００ 
（８７％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年並みであった。 

生産量は、秋の長雨の影響を受けた前年に比べ順調に経過したことから、前年をわずかに上回った。 

価格は、春先の市場流通量が多く、大幅な単価安となったが、夏以降は回復し、前年をわずかに下回った。 

 

鉢花類 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

８７ ８７ ８６ ８５ ８５ 
８５ 

（１００％） 
７７ 

（１１０％） 
生産量 
(千鉢) 

２１，０１０ ２１，１９０ ２０，５３０ ２０，８７０ ２０，８１０ 
２１，３８０ 
（１０３％） 

１８，７００ 
（１１４％） 

【29年産解説】 

作付面積は、一部経営転換等により前年をわずかに下回ったものの、苗物類の面積が増加し、前年並みとなった。 

生産量は、シクラメンや洋ラン類の生産は経営転換等により減少したが、その他鉢花や苗物類は品目転換等により

増加し、前年をやや上回った。 

鉢花類全般に全国的に潤沢な流通量があり、価格は前年をやや下回った。 
 

【きのこ】 

えのきたけ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 
生産量 

(t) 
８６，０７０ ８３，９０３ ８３，４７０ ８１，２１３ ８２，３２５ 

８６，７１２ 
（１０５％） 

９４，４２６ 
（９２％） 

【29年産解説】 

生産量は、生産者の規模拡大への増産意欲が高まり、前年をやや上回った。 

価格は、消費量の低下、夏場の生産調整不足等が影響し、前年をかなりの程度下回った。 

 

ぶなしめじ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 
生産量 

(t) 
４７，８６８ ４６，１５４ ４７，３８２ ４９，８６４ ４９，８０７ 

４９，７３３ 
（１００％） 

５５，７４６ 
（８９％） 

【29年産解説】 

生産量は、前年並みであった。価格は、消費量の低下があるものの、生産量の抑制に加え、冬場の野菜価格の高騰

により消費が促進されたため前年並であった。 
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【畜産】 

乳用牛 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

頭  数  １９，８００ １８，３００ １７，６００ １６，６００ １６，３００ 
１５，６００
（９８％） 

１９，２００ 
（８１％） 

生産量 
(t) 

１１６，３４５ １０８，６５０ １０６，５８７ １０６，０５６ １０２，７３９ 
９７，４１９ 
（９５％） 

１１７，４００ 
（８３％） 

【29年産解説】   

飼育頭数は離農などにより、前年をわずかに下回った。また生産量も飼養頭数の減少に伴い前年をやや下回った。 

乳牛１頭当たりの生乳生産量は前年並みであった。価格も前年並みであった。 

 

肉用牛 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

頭  数  ２９，５００ ２６，４００ ２４，２００ ２３，０００ ２２，１００ 
２２，２００ 

（１００％） 

２８，５００ 

（７８％） 

生産量 

(t) 
７，０６４ ６，３５４ ６，１４４ ５，５４８ ５，１１９ 

５，２３０ 

（１０２％） 

６，５５２ 

（８０％） 

【29年産解説】  

飼養戸数は減少したものの、飼養頭数は繁殖雌牛の増頭により、全体としては前年並であった。 

肥育素牛の高騰等の影響から出荷頭数はやや減少したものの、生産量は１頭あたりの枝肉重量の増加により、全体

としては前年をわずかに上回った。 

枝肉価格は、全国的な生産量の減少等から依然として高値を維持しているものの、前年をやや下回った。 

 

豚 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

頭  数  ７５，０００ ７３，８００ ７４，３００ ７４，０００ ７４，０００ 
７４，０００ 

（１００％） 

７５，９００ 

（９７％） 

生産量 

(t) 
１１，５１８ １１，９０８ １１，２１３ １１，１５８ １１，０９７ 

１１，０３７ 

（１００％） 

１１，５３０ 

（９６％） 

【29年産解説】 

飼養頭数及び生産量は、前年並みであった。 

価格は堅調に推移し、ほぼ全ての月（１１か月）で前年を上回った。 

 

鶏 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

羽 数 
（千羽） 

 １，４０３ １，５２５ １，４４１ １，４０１ １，３５４ 
１，２７１ 

（９４％） 

１，３７５ 

（９２％） 

生産量 
(t) 

１５，７００ １４，６４５ １４，０４９ １３，６４１ １３，２３１ 
１３，２９７ 

（１００％） 

１４，０１７ 

（９５％） 

【29年産解説】 

採卵鶏は離農などにより、飼養羽数及び生産量ともに減少したが、ブロイラーは需要の増加により、生産量は増加し

たため、全体の生産量は前年並であった。      
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【農用地の推移】 

（単位：ha） 

耕地面積 
Ｈ22 

(基準年) 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 H29実績 

 

水田 55,400 54,700 54,500 54,000 53,500 53,100 

畑 55,800 55,700 55,500 54,900 54,500 54,200 

 

普通畑 35,300 36,600 36,600 36,100 35,900 35,700 

樹園地 16,200 15,800 15,600 15,500 15,400 15,200 

牧草地 3,350 3,320 3,310 3,300 3,300 3,280 

合計 111,200 110,400 109,900 108,900 108,000 107,300 

資料：「耕地及び作付面積統計」 

（単位：ha、％） 

耕作放棄地 
経営耕地 
面  積 

Ａ 

耕 作 
放棄地 
Ｂ 

耕  作 
放棄地率
B/(A+B) 

全国の 
放棄率 

H22 
（基準年） 

74,150 
17,146 18.8 9.8 

10,892 12.8 5.6 

H27実績 69,761 
16,776 19.4 10.9 

10,280 12.8 5.9 

資料：「農林業センサス」（上段は土地持ち非農家を含む）            
 
 

【農業者の推移】 
（単位：戸、％） 

農家数 総農家数 
 

経営耕地面積規模別農家数 

販売農家数 
0.5ha未満 0.5～1.0 1.0～2.0 2.0ha以上 

 専業農家 

H22 
（基準年） 

117,316 62,076 16,742 
74,124 
(63.2) 

25,067 
(21.4) 

12,737 
(10.8) 

5,388 
(4.6) 

H27実績 104,759 51,777 17,229 
68,115 
(65.0) 

20,316 
(19.4) 

10,939 
(10.4) 

5,389 
(5.2) 

資料：「農林業センサス」、（ ）内は構成比 

   （単位：人、％） 

  資料：「農林業センサス」、（ ）内は構成比 

 
 

農用地と農業者の推移 

65歳以上 65歳以上 65歳以上

H22

（基準年）

643

(0.8)

3,344

(4.0)

4,146

(5.0)

36,662

(44.0)

31,768

(38.2)

44,795

(53.8)

191

(0.2)

2,548

(3.1)

5,141

(6.2)

30,572

(36.7)

25,709

(30.9)

38,452

(46.2)

834

(1.0)

5,892

（7.1)

9,287

(11.2)

67,234

(80.8)

57,477

(69.0)

83,247

(100.0)

H27実績
625

(0.9)

3,272

(4.4)

3,144

(4.3)

33,108

(45.1)

29,034

(39.5)

40,149

(54.7)

203

(0.3)

1,965

(2.7)

3,515

(4.8)

27,635

(37.6)

23,659

(32.2)

33,318

(45.3)

828

(1.1)

5,237

（7.1)

6,659

(9.1)

60,743

(82.7)

52,693

(71.7)

73,467

(100.0)

基幹的農業

従事者数

男 女 合計

30～49歳30～49歳30～49歳 15～29歳 50～59歳 60歳以上 小　　計15～29歳 50～59歳 60歳以上 小　　計15～29歳 50～59歳 60歳以上 小　　計

－34－ 


